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第 14 期（2023 年度）日本図書館協会認定司書審査会第 1 回議事録 

 

2023 年７月 15 日（土） 

午後 2 時から午後４時 

公益社団法人日本図書館協会での対面・Zoom によるオンラインの併用 

審査会委員 5 名（会場 3 名、オンライン 2 名）出席 

事業委員会委員９名陪席（会場８名、オンライン１名）、事務局３名陪席 

 

配布資料 

資料 1 日本図書館協会認定司書審査会 

日本図書館協会認定司書事業委員会 

日本図書館協会認定司書事業委員会事務局 

資料 2 第 13 期（2023 年度）日本図書館協会認定司書審査会 

第 2 回議事録（案）（公開用記録） 

資料 2 参考資料 同（案）（委員会事務用記録） 

資料 3 認定司書事業委員会規程 

資料 4 日本図書館協会認定司書審査要領 

資料 5 日本図書館協会認定司書の審査に関する申し合わせ 

資料 6 第 13 期（2023 年度）認定司書名簿及び審査（報告） 

資料 7-1 日本図書館協会認定司書による認定司書事業に対する認識 

（日本図書館情報学会 2023 年春季研究集会発表予稿） 

資料 7-2 図書館情報専門職認定制度の検討に向けた医療専門職の事例分析 

（日本図書館情報学会 2023 年春季研究集会発表予稿） 

資料 8-1 認定証交付式について 

資料 8-2 認定司書オンライン認定証交付式・交流会チラシ 

資料 9 第 14 期認定司書チラシ 

資料 10-1 報道資料（第 1199 号 大江ひとみさん） 

資料 10-2 報道資料（第 1207 号 大深めぐみさん、第 1210 号 青山志織さん） 

資料 10-3 報道資料（第 1169 号 高倉暁大さん） 

資料 11 公益社団法人日本図書館協会個人情報保護に関する基本方針 

資料 12 第 14 期日本図書館協会認定司書事業スケジュール（案） 

資料 13-1 第 14 期認定司書申請書類変更点 
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１ 認定司書審査会長あいさつ 

 

２ 認定司書審査会委員の紹介（資料１） 

   審査会委員は以下の６名 

秋本  敏 委員 

糸賀 雅児 委員 

植田 佳宏 委員 

大谷 康晴 委員 

呑海 沙織 委員（欠席） 

鑓水三千男 委員 

 

３ 認定司書事業委員会委員、事務局の紹介（資料１） 

   事業委員会委員は以下の 10 名。 

   青野 正太 委員 

大谷 康晴 委員長 

澤谷 晃子 委員 

冨樫 和行 委員 

二瓶  優 委員 

長谷川拓哉 委員 

松原 伸直 委員 

松本 直樹 委員 

三浦なつみ 委員 

   村山 咲穂 委員 

 

   事務局は以下の３名。 

   曽木 聡子 

   藤田 崇正 

   三浦 敬子 

 

４ 認定司書審査会長の選任 

糸賀委員を推す声があり、異論はなく、審査会会長に選任された。 

 

５ 認定司書審査会長あいさつ 

14 期目に入り、事務については定着してきたが、審査数が伸び悩んでいる。

認定司書の裾野を広げていけるように、事業委員とともにやっていきたい。 
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６ 第 13 期認定司書審査会(第２回）議事録の確認 

（1） 第 13 期認定司書審査会(第２回）議事録の確認（資料２、資料 2 参考

資料） 

異論はなく、原案のとおり承認された。 

 

７ 規程類について（資料３、４、5） 

認定司書の審査業務について、「認定司書事業委員会規定」「日本図書館協会認

定司書審査要領」「日本図書館協会認定司書の審査に関する申し合わせ」に基

づいて行うことを確認した。 

 

６ 報告事項 

（1） 第 13 期審査結果報告（資料６） 

『図書館雑誌』2023 年５月号に掲載された記事について報告があっ

た。特に追加する報告事項はなし。 

 

（2） 認定司書制度検討小委員会の活動について（資料 7-1、7-2） 

昨年度から今年度にかけて小委員会の活動として調査してきた内容につい

ての勉強会を数回行った。そのうち、日本図書館情報学会春季研究集会の

2 つ分科会で発表した以下の内容について予稿に基づき報告した。 

・「日本図書館協会認定司書による認定司書事業に対する認識」（資料 7-

1） 

・「図書館情報専門職認定制度の検討に向けた医療専門職の事例分析」（資

料 7-２） 

これらの報告を受けて、認定司書のネットワークの重要性と、認定司書

の活躍の場の提供について、意見が述べられた。また、認定司書の認知

度の低さと評価の低さについても問題提起された。 

 

（3） 認定司書認定証交付式について（資料 8-1、8-2） 

   これまで認定証交付式を行ってきたが、COVID-19 以降できていない

ため、オンラインで改めて交付式をして、交流の機会もオンラインで持ち

たいと考えている。９月１８日に交付式と交流会を実施。対面での開催と

のご意見もいただいたが、参加を強制できないため、今回はオンラインベ
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ースで実施する。 

 

 

（4） その他 チラシ（資料９）、報道資料（資料 10）、個人情報保護方針

（資料 11） 

・認定司書のチラシ（資料 9）１年で認定司書が紹介されたメディア（資

料 10）を提示 

・個人情報の取り扱いについて（資料 11） 

認定司書事業は個人情報をたくさん扱う。協会そのものの個人情報保護

方針を改訂するにあたり、認定司書事業も（5）にも入れることとした。

従来目的外使用についても難しかったが、規定を作った。 

文言の統一について意見があった。５月２５日施行で、この日付で承認

されている。 

 

７ 協議事項 

 ・議案１ 第 14 期認定司書事業スケジュール（申請受付，審査料及び認定料

の納付期限，第 2 回審査会，その他）（資料 12） 

今年度はこのスケジュールのとおり。申請番号交付は 10 月 30 日開始。 

書類精査・オンラインで分担して事業委員会で実施。 

スケジュール（第 2 回審査会、入金・異議申し立て等）のスケジュールに

ついて確認。 

理事会終了後は事業委員会が責任をもって進めていく。 

以上を確認し、原案どおり承認された。 

 

 ・議案 2 

  申請書類の書式について（資料 13-1,13-2,13-3,13-4,13-5） 

  １３－１が全体の変更内容 

大谷委員長より、以下の変更点が説明された。 

・個人情報のファイルを別で作成し、不要な持ち出しがないようにする。 

・文字数に関しては、ワードの文字数カウント機能を使用する。（総文字数

を記入していただくことで検討） 

・性別については、議論になっているが、現時点で決定していない。 

申請書の書式については事業委員会に任せるとして審査会委員は承認され
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た。 

 

８ その他 

生成 AI を使った論文作成への懸念について情報提供があり、意見交換が

なされた。今後の対応等については、事業委員会でも継続的な議論を行っ

ていくこととする。 

 


